


























特性のために水田の比重がかなり高い。1927 年においては農地 2 万 7683 町歩のうち、水

















非常に発達した。1927 年現在、総耕地のうち、自作地が 35％、小作地が 65％であった。




1927 年現在、小作農が 42.6％、自小作農が 37.2％、自作農が 18.3％、地主が 1.9％であっ
 2 羅州地域の近代的社会変動については、河元鎬他『韓末日帝下 羅州地域의 社会変動研究』（2008）参照。
 3 『全南事情志』。
 4 羅州地域の農業生産構造に対しては鄭勝振「19-20세기 전반 農民経営의 変動様相」（『経済史学』25、
2003）参照。












1930 ～ 1945 年間に 10 町步以上の地主層が所有する農地面積が 3％ほど増加する傾向を示









州では 1880 年代に入り、「羅擾十年」ともいわれるほど民乱が頻繁に起こり、1889 年か








にも、官吏の腐敗や無能のせいで民乱は 3 年間絶えることがなかった。1891 年には大規
模な民乱が長期にわたって続き、民乱に加担した人々も 1000 人に達した。そのような中、
1891 年 7 月、暗行御史の李冕相が事態を聞いて駆けつけ、3 回にわたって直接宣諭してよ
うやく解散させるに至る。だが、わずか数日後に民人は再び立ち上がった。乱民は槍で武
装し官庁へ討ち入って牧使を脅して吏郷を選任し、各種の帳簿を調べて節目も定めた。こ






 7 「湖南肅啓草」『各司謄録』54、99 頁、113 頁。
 8 「湖南肅啓草」『各司謄録』54、109 頁、122 ～ 123 頁。
